
近
世
以
降
の
東
西
方
言
に
お
け
る
禁
止
表
現
の
史
的
研
究

―
―
当
為
表
現
と
の
関
わ
り
か
ら
―
―

は

じ

め

に

本
稿
は
近
世
後
期
以
降
の
二
大
中
央
語
、
つ
ま
り
上
方
語

・
関
西
語
お
よ

び
江
戸
語
　
東
京
語
に
お
け
る
禁
止
表
現
の
史
的
変
化
を
考
察
す
る
も
の
で

あ
る
。

近
世
以
降
の
禁
止
表
現
の
考
察
は
す
で
に
渋
谷
勝
己

（
一
九
八
八
）
「
江

戸
語

。
東
京
語
の
当
為
表
現
―
後
部
イ
ケ
ナ
イ
の
成
立
を
中
心
に
―
」
亀
日

本
学
報
』
七
）
等
が
あ
り
、
イ
ケ
ナ
イ
の
成
立
に
つ
い
て
可
能

・
禁
止

・
危

惧

・
白
発
等
の
周
辺
の
表
現
ま
で
広
く
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
ｃ
た
だ
、
江

戸
語
　
東
京
語
の
み
を
対
象
に
し
て
お
り
、
イ
ケ
ナ
イ
に
対
す
る
上
方
語
形

式
イ
カ
ン
／
イ
ケ
ン
の
位
置
づ
け
な
ど
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
本

稿
は
こ
う
し
た
点
に
留
意
し
て
考
察
を
試
み
る
。

な
お
、
渋
谷

（
一
九
八
八
）
も
述
べ
る
と
お
り
、
ナ
ラ
ヌ
　
イ
ケ
ナ
イ
等

の
表
現
に
は
複
数
の
意
味
が
あ
る
。
本
稿
で
は
当
為
表
現

（
～
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ

～
ナ
ケ
レ
バ
イ
ケ
ナ
イ
）
と
の
比
較

・
検
証
を
目
的
と
し
て
お
り
、
禁
止

湯

浅

彩

央

用
法
の
み
を
考
察
対
象
と
す
る
。

さ
場
に
、
今
日
的
な
分
布
状
況
と
の
比
較
、
検
証
に
は

『方
言
文
法
全
国

地
図
』
（以
下
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
）
と
の
照
合
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
ｃ
本
稿
で

も
少
し
触
れ
る
が
、
今
の
段
階
で
は
全
国
の
史
的
動
向
を
検
証
す
る
ま
で
に

は
至

っ
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
今
後
補
う
こ
と
に
す
る
ｃ

一　

調
査
資
料

こ
こ
で
は
近
世
期
後
期
か
ら
明
治

・
大
正
に
か
け
て
の
上
方
語

・
関
西

語
、
江
戸
語

。
東
京
語
を
考
察
す
る
。
使
用
し
た
資
料
は
ほ
ぼ
年
代
順
に
洒

落
本
、
滑
稽
本
、
人
情
本
、
小
説
、
落
語
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
宝
暦
以
降
の
も
の
で
、
資
料
全
般
は
口
語
体
文
献
を
中
心
と
し
た
ｃ

ま
た
史
的
変
化
を
考
察
す
る
う
え
で
、
江
戸
語
は
複
数
の
方
言
を
土
台
に

し
て
で
き
た
歴
史
を
持

つ
た
め
、
江
戸
近
辺
の
こ
と
ば
も
参
考
に
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
江
戸
で
最
初
に
作
ら
れ
た
宿
場
町
新
宿
を
題
材
に
し

た

『甲
駅
新
話
』
、
北
総
佐
原
を
描
い
た

『潮
来
婦
誌
』
を
調
査
に
加
え
る
。

一
二
五



用
例
は
上
方

・
関
西
、
江
戸

・
東
京
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
言
語
話
者
の
会

話
部
分
の
み
取
り
、
「
卜
書
き
　
序
　
跛

。
大
意
」
等
に
あ
ら
わ
れ
る
も
の

は
除
外
す
る
ｃ二

　
Ｇ
Ａ
Ｊ
の
様
相

ま
ず
、
現
代
の
様
子
を
見
て
お
こ
う
こ

Ｇ
Ａ
Ｊ
第
獅
図
に
禁
止
表
現

「
そ

っ
ち
に
行

っ
て
は

い
け
な

い
」
が
あ

る
こ
こ
の
分
布
か
ら
東
日
本
と
西
日
本
で
三
分
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

東
日
本
か
ら
見
て
い
く

）
関
東
地
方
は
ダ
メ
類
と
イ
ケ
ナ
イ
類
が
多
く
、

イ
カ
ナ
イ
類
も
埼
玉
、
栃
本
に
点
在
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
ナ
イ
類
が
静
岡

東
部
、
埼
玉
全
域
、
栃
木
に
ダ
メ
類
　
ィ
ヶ
ナ
イ
類
の
併
用
形
式
と
し
て
認

め
ら
れ
る
ｃ
ま
た
、
千
葉
県
房
総
半
島
に
オ
イ
ネ
ー
が
散
見
さ
れ
る
ｃ

東
北
地
方
は
関
東
同
様
、
ダ
メ
類
が
広
く
分
布
す
る
な
か
、
青
森
西
部
に

マ
エ
ネ
ー
類
、
東
部
に
ワ
ガ
ン
ネ
ー
類
が
分
布
す
る
。
ワ
ガ
ン
ネ
ー
類
は
大

平
洋
側
の
岩
手
　
宮
城
お
よ
び
山
形
南
部
の
宮
城
県
境
に
お
い
て
ダ
メ
類
の

併
用
形
式
と
し
て
広
く
示
さ
れ
る
）
山
形
北
部
は
、
ダ
メ
類
以
外
で
は
ワ
ル

イ
類
が
認
め
ら
れ
る
）^
秋
田
は
ダ
チ
カ
ン
の
派
生
形
式
の
ヤ
チ
カ
ン
、
ジ
ャ

ザ
ネ
等
が
ダ
メ
類
と
の
併
用
形
式
と
し
て
全
域
に
分
布
し
て
い
る
）^

こ
れ
に
対
し
て
、
西
日
本
は
ダ
メ
類
の
分
布
が
ほ
と
ん
ど
な
い
´
中
部
地

方
の
愛
知
、
岐
阜
を
境
に
西
で
は
島
根
、
愛
媛
、
山
日
、
福
岡
、
宮
崎
に
点

在
す
る
の
み
で
あ
る
）^
そ
し
て
近
畿
地
方
は
、
ア
カ
ン
類
と
イ
カ
ン
類
で
占

め
ら
れ
て
い
る
。
近
畿
を
囲
う
よ
う
に
、
東
の
中
部
地
方
、
西
は
四
国

・
九
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州
地
方
に
イ
カ
ン
類
が
あ
り
、
中
国
地

方
は
イ
ケ
ン
類
が
分
布
す
る
。
九
州
で

は
こ
の
他
、
ナ
ラ
ン
類
、
デ
キ
ン
類
、

ア
ブ
ナ
イ
類
、
ジ
ャ
セ
ン
類
、
ス
マ
ン

が
あ
る
ｃ

こ
の
よ
う
に
Ｇ
Ａ
Ｊ
の
分
布
状
況

は
、
ダ
メ
類
が
広
く
分
布
す
る
東
日
本

と
ア
カ
ン
、
イ
カ
ン
類
で
構
成
さ
れ
る

西
日
本
と
い
う
具
合
に
東
西
で
大
き
く

異
な
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
で
は
、

文
献
資
料
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

〓
一　
文
献
資
料
の
様
子

本
章
で
は
近
世
後
期
の
使
用
状
況
を

見
る
）^
上
方
語
　
関
西
語
、
江
戸
語

・

東
京
語
の
順
に
検
証
を
進
め
る
ｃ

三
―

一
上
方
語

・
関
西
語

表
１
に
上
方
語
、
表
２
に
関
西
語
の

禁
止
表
現
形
式
お
よ
び
全
出
現
数
を
ま

と
め
る
。
空
欄
は
ゼ

ロ
で
あ
る
．
以

下
、
同
じ
．，

近
世
以
降
の
東
西
方
言
に
お
け
る
禁
止
表
現
の
史
的
研
究

表 1 上方語

”↓̈
ナルマ イ

ナリマセヌ
(ナ リマ
セン)

イカヌ
(ユ カヌ)

イキマセン

(ユ キマ
セン)

イケヌ
”メ

ンヽ

カ

カ

ア

ア

H」 学小基 (宝暦 4頃 ) 5

穿当珍話 (宝肝 6)

聖遊廓 (宝 麿 7)

浪花色人卦 (宝嬌 7か )

秘事真告 (宝暦 7頃 ) l

遊客年々考 (宝暦 7)

陽台遺編 (宝 唇 8) 1

肉道秘鍵 (宝暦 8か ,

iに夢後悔工 (宝 暦 11) 1

感距酔裏 (宝暦 12) l

原柳巻花語 (宝暦頃) 4 1

ナJ花 余情 (宝暦頃 )

共本郭中奇諄 (明和末頃) |

風流 1卒談議 (安 永 3) 2 1

無論里間答 (安 永 5) I 1

粋宇I留璃 (天明 5) l

粋の源 (天 明 5) 2

北幸通情 (寛 政 6) 1 1

塩梅加減粋庖丁 (寛 政 7) 1

来芝 ―代記 (寛 政 9) 1

1界和尚話 (寛 政 10) l 1

身体山吹色 (党政 H) 5 1

南遊記 (寛 政 12) 1 1

lt「嘘之川 (享和 4) | 1

世廓中掃除 (文 化 4) l

l比 粋の曙 (文政 3) 2

深色狭睡夢 (文 政 9) 3 2

北川蜆殻 (丈政 9)

興斗月 (天保 7)

ll俗 三国十 (引、化 1) l

:|

29 l

35

5 8 3 3

3

l

l

一
二
七

11



表 2 関西語

ナラヌ(ン ) ナ ン ナリマセン イカン イケマセン アカン

馬小Li(明 治 36 |

盲の提灯 (ク )

天神咄 (″ )

魚売 り (

亀屋左兵衛 (″ ,

蛸の手 (ク )

きらいきらい坊i(ク )

煙管返 し (ク )

後へ′亡ヽがつかぬ 1月治 40頃 ) 1

一枚起請 {明 治 40,

いらちの愛宕参 ,(ク ,

魚尽 し (ク )

筍手討 |ク )

平の蔭 (″ )

いびき車 (明治 42) 1

芋の地獄 (ク )

日と月の下界旅行 (1月 治 44)

動物博覧会

絵手llt t明 治 44頃 )

近江ノヽ景 (明治 44頃 )

たん医者 (明 治 44頃 )

近‖U、 子 (明 治44頃 )

鋲盗人 (明治末ヽ人1[初 )

恵比須小判 |

倹約の極意 (

芝IIの 小噺 (

さとり坊主 (大 正 12)

H和違い (ク ) 2

電話の散財 (ク )
1

長屋議会 (ク )

理幅あんま (大止 13) 1 1

やいと丁稚 (大 ll 14) 3

浮世床 {大正 15)

合計 7 2 2

一
一
〓
八

表
１
に
よ
れ
ば
、
上
方
語
の
禁
止
表

現
の
形
式
を
ま
と
め
る
と
七
形
式
認
め

ら
れ
る
。
ナ
ラ
ヌ

（ナ
ラ
ン

・
ナ
ン
を

含
む
）
、
ナ
リ

マ
セ
ヌ

（
ナ
リ

マ
セ

ン
）
、
ナ
ル
マ
イ
、
イ
カ
ヌ

（イ
カ
ン

ュ
カ
ヌ
）
、
ィ
キ
マ
セ
ン
、
イ
ケ
ヌ
、

ア
カ
ヌ

（
ア
カ
ン
）
で
あ
る
ｃ
以
下
、

用
例
を
示
す

（数
字
は
頁
数
ヽ

○
ゆ
ふ
て
ふ
な
せ
ん
さ
く
は
な
ら
ぬ

事
な
り

島
秘
事
真
告
』
三
六
五
頁
）

○
何
し
や
有
ふ
と
今
日
か
ら
は
何
所

へ
も
出
す
事
な
ら
ぬ

島
身
体
山
吹
色
』
五
七
頁
）

○
お
ま

へ
が
何
ン
の
か
の
と
い
ふ
て

の
き
た
い
の
か
え
ア
タ
む
ま
ひ
マ

ア
な
り
ま
せ
ぬ
で
ご
ざ
り
ま
す

島
陽
台
遺
編
』
二
〇
頁
）

○
し
め
殺
さ
れ
て
も
逢
事
は
な
り
ま

せ
ぬ
。

Ｑ
感
距
酔
裏
』

一
人
六
頁
）

○
そ
ふ
し
て
来
年
の
二
月
に
な
り
ま

し
た
ら
私
し
の
勝
手
次
第
の
こ
と



ゆ
へ
ど
ふ
ぞ
ナ
あ
な
た
の
内

へ
と
い
ふ
て
は
な
る
ま
い
け
れ
と

名
十
界
和
尚
話
』

一
八
七
頁
）

○
諸
芸
み
な
い
ろ
ノ
ヽ
持
合
て
。
上
手
に
も
功
者
に
も
な
る
も
の
。
手
が

長
け
れ
ば
盗
人
な
り
。
足
が
達
者
な
ら
捷
歩
に
な
り
。
声
が
し
は
が
れ

る
と
討
閑
的
に
な
る
と
。
こ
う
ば
か
り
心
得
て
は
い
か
ぬ
事
。

名
風
流
悴
談
議
』

一
一
三
頁
）

○
も
し
こ
の
小
判
は
い
き
ま
せ
ん
。
か
え
て
お
く
れ
な
さ
れ

亀
深
色
狭
睡
夢
』
三
二
八
頁
）

○
い
つ
で
も
来
る
と
人
口
か
ら
ｃ
額
に
青
筋
立
て
小
婢
中
居
を
呵
り
。
座

敷

へ
通
つ
て
は
不
掃
除
な
る
事
と
挨
拶
の
た
ら
ぬ
を
叱
り
ｃ
肴
吸
も
の

も

つ
ゐ
に
能
と
は
い
は
ず
。

い
け
ぬ
ノ
ヽ

い
ふ
か
地
に
て
相
応
に
喰

ひ
。
帯
間
絃
妓
も
し
か
ら
れ
上
手
と
て
ｃ
　

　

（
『粋
の
源
』

一
九
頁
）

○
幸
さ
ん
。
し
つ
か
り
と
い
ふ
て
や
り
い
な
ｃ
お
ま

へ
が
全
外
気
が
よ
わ

い
よ
つ
て
ｃ
あ
か
ん
わ
い
な
。　
　
　
　
　
名
北
川
蜆
殻
』
三
五
四
頁
）

Ｇ
Ａ
Ｊ
に
示
さ
れ
た
イ
カ
ン
類
、
ア
カ
ン
が
近
世
後
期
に
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
、
ア
カ
ヌ
は
わ
ず
か

一
例
と
萌
芽
期
と
い
え
よ
う
。
イ
カ
ヌ
類
も
十

一
例
と
少
な
い
。
ま
た
、
中
国
地
方
に
分
布
し
て
い
た
イ
ケ
ヌ
類
も
わ
ず
か

三
例
で
は
あ
る
が
、
存
す
る
。
ま
た
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
で
は
九
州
地
方
に
あ
る
ナ
ラ

ヌ
類
が
ま
だ
こ
の
時
期
で
は
中
心
的
な
用
法
で
あ
る
こ
と
が
表
１
か
ら
確
か

め
ら
れ
る
。

つ
づ
く
関
西
語
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
表
２
は
表
１
と
は
ま

つ
た
く
様

子
が
異
な
る
。
そ
れ
は
ナ
ラ
ヌ
類
が
消
滅
し
、
イ
カ
ン
　
イ
ケ
マ
セ
ン
　
ア

カ
ン
が
専
用
形
式
と
し
て
台
頭
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
用
例
を
見
て
み
よ

近
世
以
降
の
東
西
方
言
に
お
け
る
禁
止
表
現
の
史
的
研
究

ヽ
つ

。○
ト
コ
ロ
ー
デ
　
オ
ヌ
シ
オ
ツ
レ
テ
イ
キ
タ
イ
ガ
　
ツ
レ
テ
ク
チ
ュ
ー
ワ

ケ
ニ
ワ
イ
カ
ン
。

（と
こ
ろ
で
お
主
を
連
れ
て
行
き
た
い
が
、
連
れ
て

行
く
ち
ゅ
う
訳
に
は
い
か
ん
。
『後

へ
心
が
つ
か
ぬ
』
男
↓
女
二
四
頁
）

○
キ
ラ
レ
レ
エ
ン
カ
　
キ
ラ
レ
ル
ヤ
ナ
イ
カ
イ
ｃ
イ
チ
バ
ン
ウ
エ
ノ
ナ
ワ

キ
ッ
タ
ラ
イ
カ
ン
デ
。

（着
ら
れ
れ
へ
ん
か
、
着
ら
れ
る
や
な
い
か

い
Ｃ　
一
番
上
の
縄
切

っ
た
ら
い
か
ん
で
ｃ
『日
和
違
い
』
米
屋
↓
吉
兵

衛

　

一
〇
六
頁
）

○
ナ
ケ
マ
シ
イ
ー
ト
モ
　
ア
イ
テ
ガ
メ
ー
ノ
ワ
ル
イ
モ
ノ
。
　

ナ
ー
　
イ

ニ
シ
ナ
ニ
　
ゴ
テ
ツ
イ
テ
ワ
イ
ケ
マ
セ
ン
ヨ
ッ
テ
ナ
ー
　
ハ
キ
モ
ン
エ

コ
ノ
　
ツ
エ
オ
ト
ー
シ
ト
ケ
ー
。
ツ
エ
ワ
ト
ー
ッ
テ
コ
ー
シ
テ
ト

タ
ノ
シ
ン
ダ
カ
イ
モ
ノ
ー
　
ナ
ン
テ
ｃ
イ
ヤ
ツ
ト
マ
カ
セ
ノ
　
コ
レ
ワ

イ
シ
ョ
ッ
ト

（相
手
が
日
の
悪
い
者
。
な
あ
去
に
し
な
に
ご
て
つ
い
て

は
い
け
ま
せ
ん
よ

っ
て
な
あ

亀
理
屈
あ
ん
ま
』
あ
ん
ま
↓
太
郎
兵
衛
　
一
五
〇
頁
）

○
ア
ッ
　

否ヽ
ア
ル
。
ア
カ
ン
ワ
。
　
　
葛
い
び
き
車
』
車
屋
↓
　
九

一
頁
）

○

ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ツ
ハ
ッ
。
エ
ラ
ソ
ー
ニ
ユ
ー
テ
モ
　
ア
カ
ン
ワ
イ
。

亀
理
屈
あ
ん
ま
』
あ
ん
ま
↓
太
郎
兵
衛

　
一
五
〇
頁
）

右
記
の
と
お
り
、
上
方
語
で
は
ナ
ラ
ヌ
類
が
中
心
形
式
で
あ

つ
た
が
、
明

治
に
な
る
と
ナ
ラ
ヌ
類
は
衰
退
し
、
イ
カ
ヌ

・
イ
ケ
マ
セ
ン
　
ア
カ
ン
ヘ
と

変
化
す
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
な
お
、
わ
ず
か
な
用
例
数
の
た
め
断
言
は

で
き
な
い
が
、
ア
カ
ン
は
イ
カ
ン
ほ
ど
ま
だ
定
着
し
て
お
ら
ず
、
新
形
式
と

し
て
定
着
の
過
程
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
ア
カ
ン
の
定
着
に
関
し
て
は
、

一
二
九



資
料
を
増
や
し
、
今
後
に
期
す
＾

ま
た
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
で
中
国
地
方
の
み
分
布
し
て
い
る
イ
ケ
ン
類
は
、
近
世
後

期
に
は
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
は
も
う
近
畿
地
方
で
は
用
い
ら
れ

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
認
め
ら
れ
な
い
´

以
上
の
よ
う
に
、
イ
カ
ン
が
中
心
形
式
の
な
か
、
ア
カ
ン
が
登
場
す
る
と

い
う
表
２
の
明
治
以
降
の
文
献
資
料
の
様
子
は
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
の
分
布
状
況
の
前

段
階
を
示
す
結
果
と
い
え
よ
う
こ
で
は
、
江
戸
語
　
東
京
語
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。

三
―

一
一二
月
語

・
東
京
語

前
節
同
様
、
表
３
に
江
戸
語
　
東
京
語
の
形
式
お
よ
び
用
例
数
を
示
す
。

表
よ
り
上
方
語

。
関
西
語
と
は
異
な
る
結
果
が
得
ら
れ
た
。

近
世
後
期
か
ら
考
察
す
る
。
江
戸
語
資
料
に
お
い
て
禁
止
表
現
は
ナ
ラ
ヌ

・
ナ
ラ
ナ
イ
、
イ
カ
ヌ

・
ィ
カ
ナ
イ

・
イ
ケ
ナ
イ
の
五
形
式
が
用

い
ら
れ

る
ｃ
こ
れ
は
打
消
の
助
動
詞
ヌ
と
ナ
イ
に
よ
る
も
の
で
、
上
方
語
的
要
素
の

ヌ
が
長
く
使
用
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
ｃ
近
世
後
期
に
お

い
て
は
上
方
語
同

様
、
ナ
ラ
ヌ
　
ナ
ラ
ナ
イ
類
が
多
用
さ
れ
、
中
心
形
式
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
と
こ
ろ
が
、
イ
カ
ヌ
　
ィ
カ
ナ
イ
　
イ
ケ
ナ
イ
類
は
時
期
が
下
る
に
つ

れ
出
現
数
も
増
え
、
特
に
人
情
本
で
は
ナ
ラ
ナ
イ
と
イ
ケ
ナ
イ
は
拮
抗
す
る

よ
う
に
な
り
、
こ
の
点
が
上
方
語
と
異
な
る
こ
な
お
、
洒
落
本
で
は
イ
ケ
ナ

イ
が
用
い
ら
れ
、
滑
稽
本
で
は
イ
カ
ナ
イ
が
、
人
情
本
で
は
再
び
イ
ケ
ナ
イ

が
優
勢
と
な
る
。
以
下
、
用
例
を
あ
げ
る
ｃ

Ｏ
イ
ヤ
ノ
、
、
し
ま
つ
て
は
な
ら
ぬ
ノ
、

一
三
〇

亀
傾
城
買
四
十
八
手
』
客
↓
　
四
〇
五
頁
）

○
跡
か
ら
這
入
事
が
な
ら
ぬ
ｃ

亀
浮
世
風
呂
』
世
話
や
き
の
ぢ
い
さ
ま
↓
う
た
　
一二
五
頁
）

○
ヲ
ツ
ト
ノ
ヽ
迎
ひ
に
行
者
お
ほ
ぜ
い
有
だ

）^
一
人
先
駆
高
名
な
ど

ヽ
、

そ
の
抜
掛
は
な
ら
ぬ
ノ
、

　

　

（
『春
色
辰
巳
国
』
三
↓
　
一三

一七
頁
）

○
チ
ヨ
ツ
や
か
ま
し
い
。
そ
ん
な
ら
お
弁
当
に
し
て
や
る
か
ら
、
お
菜

好

は
な
ら
な
い
よ
　
　
　
　
　
　
　
（『浮
世
風
呂
』
辰
↓
娘
　
八
八
頁
）

○
鼻
高
さ
ま
だ
の
。
強
事
は
な
ら
ね

へ
ぜ
ｃ
　

（
『浮
世
床
』
三
三
七
頁
）

○
諸
方

へ
顔
出
し
も
な
ら
ね

へ
と
思
ふ
程
残
念
だ
か
い
、
卜
い
つ
て
お
ま

へ
だ

つ
て
も
、
私
が
こ
ん
な
に
し
た
か
ら
切
れ
た
と
い
は
れ
ち
や
ア
、

な
る
ほ
ど
男
も
立
つ
ま

い
か
し
、
ま
る
で
き
れ
て
お
く
れ
と
は
い
は
な

い
よ
ｃ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『春
色
辰
巳
園
』
米
八
↓
　
一二
ハ
八
頁
）

○
イ
エ
モ
ウ
い
か
や
う
に
お
つ
し
や
つ
て
も
二
階
へ
お
腰
の
物
は
な
り
ま

せ
ぬ
ｃ　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『浮
世
床
』
銭
右
衛
門
↓
　
一二
四
三
頁
）

〇
八
百
屋
だ
ら
う
が
、
前
栽
売
だ
ら
う
が
、
お
め
へ
に
つ
か
ま
つ
て
は
い

か
ね

へ
〉^　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
″
世
風
呂
』
番
頭
↓
　
一
Ｉ
ハ
八
頁
）

○
こ
の
作
者
は
お
ら
ア
嫌
ら
ひ
だ
な
ん
ぞ
と
い
は
れ
る
か
ら
、
な
ん
で
も

愛
敬
が
な
く
ツ
て
は
い
け
ま
せ
ん
　

　

（
一春
色
辰
巳
園
一
三
七
六
頁
）

先
に
述
べ
た
酒
落
本
　
人
情
本
に
イ
ケ
ナ
イ
が
多
く
、
滑
稽
本
に
イ
カ
ナ

イ
が
多
用
さ
れ
た
の
は
、
位
相
差
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
そ
れ
は
庶
民
を
描
く

滑
稽
本
で
は
イ
カ
ナ
イ
が
用
い
ら
れ
、
遊
里
の
世
界
を
描
く
洒
落
本

・
人
情

本
で
は
イ
ケ
ナ
イ
が
用
い
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
洒
落

本
は
わ
ず
か

一
例
で
あ
り
、
ィ
カ
ナ
イ
　
イ
ケ
ナ
イ
と
変
化
し
て
い
る
た



表 3 江戸語 。東京語

近
世
以
降
の
東
西
方
言
に
お
け
る
禁
止
表
現
の
史
的
研
究

作 品 ナラヌ ナラナイ イカヌ イカナイ イケナイ

甲駅新話 (安永 4年 ) l

古契三娼 (天明 7年 ) 1

通言総離 (天明 7年 )

傾城買四十八手 (寛政 2年 ) 2 1

傾城買二筋道 (寛政 10年 ) I

品川楊枝 (寛政 10年 )

狂言雑話五大力 (享和 2年 )

滑稽吉原談語 (享和 2年 )

小計 3 1

浮世風呂 (文化 6～ 7年 ) 5 3 2

浮世床 (文化 11年 ) 3 1

潮来婦誌 (文化 13年 )

小計

1

9

1

8 6 1

春色梅児誉美 (天保 3～ 5年 ) 2 3

春色辰巳園 (天保 5～ 7年 ) 3 5

春告鳥́ (天保 7年 )

小計

l

6

4

ll

1

1

4

9

西洋道中膝栗毛 (明 治 2年 ) 1 l

安愚楽鍋 (明 治 4年 ) l 3

胡瓜遣 (明 治 5年 ) 1

春雨文庫 (明 治 9年 ) 3 l 1 3

雪中梅 (明 治 19年 ) 6

浮雲 (明 治 20年 )

小計

3

13

2

4

7

10 1

3

34

舞姫 (明治 23年 )

文づかひ (明治 24年 )

変目伝 (明治 28年 )

たけくらべ (明治 28年 ) 2 3 1

金色夜叉 (明 治 30年 ) 2 7

半日 (明 治 34年 ) 1 3

重右衛の最後 (明 治 35年 ) 2

琴のそい音 (明 治 38年 ) l

坊つちやん (明治 39年 ) 4

二百十日 (明 治 39年 )

蒲国 (明治 40年 ) 2 2

野分 (明 治 40年 )

小計

3

10 6

2

31

11

36

或る朝 (明 治 41年 )

清兵衛と瓢箪 (大正 2年 )

道草 (大正 4年 ) 2 7

城の崎にて (大正 9年 )

小計 2 7

合計 8

一
三
二



表 4 洋学資料

ナラヌ ナラナイ イカン イカナイ イケナイ

COLLOQUIAL    敬体

JAPANESE(文 久 3年)常 体 3

日用日本語対話集(文久 3年 ) 1

会話篇 (明治 6年 ) 2 3 4

合計 3 5

め
、
時
期
的
に
滑
稽
本
の
後
の
人
情
本
で
イ
ケ

ナ
イ
が
多
用
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
ｃ
こ
の

点
は
資
料
を
増
や
し
、
補

っ
て
い
く
ｃ

さ
て
、
人
情
本
と
明
治
期
の
小
説
を

つ
な
ぐ

資
料
と
し
て
洋
学
資
料
を
取
り
あ
げ
る
ｃ
洋
学

資
料
に
お
け
る
禁
止
表
現
で
は
ナ
ラ
ナ
イ
は
用

い
ら
れ
な
い
が
、
ナ
ラ
ヌ
、
イ
カ
ナ
イ
　
イ
ケ

ナ
イ
が
あ
る
こ
用
例
数
は
表
４
に
示
す
＾

○
く
ｏ
１
０
ｏ
ｚ
Ｔ
π
）―
コ
σ
”
―
′三

″
”
Ｉ
Ｅ
」一Ｉ
ｃ
〓

ヽ
Ｏ

ぅ
ｏ
１
０

″
●
１
■

ｔ̈
Ｏ

′
ヽ
―
「‘

ォ
０
１

ｏ^

３
，

―
『●
―

（
『∩
Ｏ
ｒ
ｒ
０
０
Ｃ
】＞
ｒ
」＞
”
＞
ｚ
ｍ
∽
ｍ
』
●
（コ
を中
体
）

○

〓
ｏ
″
・
①
〓
お

′
コ
”
げ
■
ｏ

，
”
寿

，
コ
Ｌ

（
『
△
ム
話
出
扁
』

田
×
ｍ
力
の
一∽
田

】Ｘ

　

一
ひ
）

○
＞
て
８

百
膏

コ
一８
ユ

”^己
実
５
３
ご

Я
）

寿
ｏ●
２

ｏヽ
　
　
　
　
　
　
（
「ムム
話
出
扁
』
Ｘ
〓
　
∞
）

Ｏ

ω
ニ
ア
ｃ
″
ｏ

コ
一
κ
ご
●
●

″
２
ｏ

そ
”

〓
―
バ
”
″
ｏ
こ

【
）
一パ①一３
●∽ｏ●　
　
　
　
　
（
『〈ム
一岬
生扁
』　
一Ｘ
・
ヽ
〇
）

出
現
数
は
少
な
い
が
、
洋
学
資
料
に
お
い
て

も
ナ
ラ
ヌ
か
ら
イ
カ
ナ
イ
　
イ
ケ
ナ
イ
ヘ
と
変

化
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
今
回
調
査

し
た
洋
学
資
料
は
、
外
国
人
の
た
め
の
江
戸
語

一
一
一二

東
京
語
の
手
引
書
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
会
話
文
の
用
例
が
豊
富
で

あ
る
。
ま
た
、
そ
の
作
成
に
あ
た

っ
て
は
江
戸
在
住
の
武
家

・
知
識
人
階
層

が
関
わ

っ
て
お
り
、
幕
末
期
の
江
戸
語

。
東
京
語
を
反
映
し
た
資
料
と
い
え

る
こ
そ
の
た
め
、
ナ
ラ
ナ
イ
よ
り
改
ま

っ
た
上
方
語
的
要
素
で
あ
る
ナ
ラ
ヌ

が
好
ま
れ
た
と
解
さ
れ
る
の
そ
れ
が
明
治
に
入
り
、
打
消
の
助
動
詞
ナ
イ
が

広
く
上
層
に
も
普
及
し
た
た
め
、
イ
カ
ヌ
が
定
着
せ
ず
、
イ
カ
ナ
イ
　
イ
ケ

ナ
イ

ヘ
と
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ヌ
か
ら
ナ
イ
ヘ
と
変
化
す
る
傾
向

は
、
先
の
表
３
と
重
な
る
ｃ
な
お
、
ア
ム
話
篇
』
で
の
用
例
か
い
は
イ
カ
ナ

イ
　
イ
ケ
ナ
イ
に
お
い
て
位
相
差
は
認
め
ら
れ
な
い
。

で
は
、
つ
づ
く
東
京
語
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

江
戸
語
で
は
イ
カ
ナ
イ

・
イ
ケ
ナ
イ
の
両
形
式
が
用
い
ら
れ
た
が
、
前
期

以
降
イ
カ
ナ
イ
は
衰
退
し
、
イ
ケ
ナ
イ
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
以
下
、
用
例
を

示
す
。

○
仕
合
せ
に
お
前
さ
ん
の
様
ナ
人
と
同
檻
に
な
つ
て
、
時
々
差
入
れ
物
を

少
し
づ

ヽ
で
も
分
け
て
貰
ふ
の
が
何
よ
り
有
難
い
が
、
牛
肉
や
王
子
に

堕
を
付
け
て
食
ふ
と
す
る
と
、
監
守
が
見
付
け
て
歯
を
磨
く
篤
め
に
渡

し
て
あ
る
の
だ
か
ら
、
食
ふ
事

ハ
な
ら
ぬ
、
と
云
つ
て
叱
る
か
ら
仕
方

が
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
雪
中
梅
』

一
三
〇
頁
）

○
あ

ヽ
仲
が
好
の
は
仕
合
は
せ
な
や
う
な
も
の
ヽ
、
両
方
と
も
若
い
者
同

志
だ
か
ら
さ
う
で
も
な
い
、
心
得
違
ひ
が
有
ツ
て
は
な
ら
ぬ
か
ら
お
前

が
始
終
看
張
ツ
て
ゐ
な
く
て
ツ
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
ぜ
．

亀
浮
雲
』
孫
兵
衛
↓
お
政
　
上全

一頁
）

○
其
の
頃
こ
そ

「
魔
風
冠
風
」
や

「金
色
夜
叉
」
な
ど
を
讀
ん
で
は
な
ら



ん
と
の
規
定
も
出
て
居
た
が
、　
　
　
・　
　
　
　
（『蒲
国
』
七
四
頁
）

○
ヤ
レ
内
へ
使
を
賠
越
こ
と
ハ
な
ら
な
い
の
人
の
前
で
此
身
の
噂
さ
も
す

る
吏
は
な
ら
ぬ
の
と

・
・
・　
　
　
　
　
（『春
雨
文
庫
』
三

一
七
頁
）

○
何
時
ま
で
も
其
様
に
小
供
の
様
な
心
持
で
ゐ
ち
や
ア
な
り
ま
せ
ん
と
、

昌
浮
雲
』
七
二
頁
）

○
お
父
さ
ん
ハ
ア
ノ
御
気
象
で
、
営
世
の
女
ハ
昔
し
風
で
ハ
行
か
ぬ
、
琴

や
三
味
線
ハ
大
抵
で
善
い
か
ら
、
十
分
に
學
間
を
さ
せ
る
と
お
言
ひ
だ

か
ら
　
・　
　
　
　
　
　
　
（
コ
「
中
梅
』
老
母
↓
お
春
　
一
一
五
頁
）

○
そ
れ
で
は
い
か
ん
。
さ
う
反
抗
的
に
言
つ
た
つ
て
篤
方
が
な
い
。

亀
蒲
国
』
竹
中
↓
田
中
　
九
六
頁
）

○
さ
う
晴
せ
て
ち
や
い
か
ん
。
身
林
が
資
本
だ
か
ら

亀
野
分
』
Ｌ
三
二
頁
）

○
こ
り
や
ア
徊
刑

へ‐
追
々
雨
だ
れ
の
音
が
強
く
成
て
来
た

亀
春
雨
文
庫
』
侍
↓
老
婆
　
一二
壬
ハ
頁
）

○
そ
れ
じ
や
ア
従
来
の
弊
を
追
ツ
て
遊
ば
せ
て
お
い
ち
や
ア
い
け
ね
ヘ
ヨ

島
安
愚
楽
鍋
』

一
六
四
頁
）

○
叔
母
さ
ん
ノ
ヽ
、
お
勢
さ
ん
を
放
飼
は
い
け
な
い
よ
ｃ

亀
浮
雲
』
文
三
↓
叔
母
　
一
一〇
〇
頁
）

○
御
兄
さ
ん
は
何
で
も
ま
た
金
に
し
や
う
と
思
つ
て
遣
つ
て
末
た
に
違
ひ

な
い
か
ら
、
用
心
し
な
く
つ
ち
や
不
可
い
つ
て
云
つ
て
居
ら
つ
し
や
い

ま
し
た
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『道
草
』
妻
↓
建
三
　
一二
四
二
頁
）

○
あ
ん
ま
り
御
父
さ
ん
を
苛
め
ち
や
い
け
ま
せ
ん
よ

亀
野
分
』
七
二
八
頁
）

近
世
以
降
の
東
西
方
言
に
お
け
る
禁
止
表
現
の
史
的
研
究

右
記
の
よ
う
に
、
ナ
ラ
ヌ

・
ナ
ラ
ナ
イ
は
年
代
が
下
る
に
つ
れ
減
少
し
、

イ
カ
ヌ

（イ
カ
ン
）

イ
ケ
ナ
イ
ヘ
と
変
化
す
る
と
指
摘
で
き
る
。
な
お
、

Ｇ
Ａ
Ｊ
に
広
く
分
布
し
て
い
る
ダ
メ
は
ま
だ
文
献
資
料
に
は
あ
ら
わ
れ
な

い
ｃ関

西
語
で
は
明
治
以
降
、
ナ
ラ
ヌ
類
は
消
滅
す
る
の
に
対
し
、
東
京
語
で

は
長
く
保
持
さ
れ
て
い
る
点
が
大
き
く
異
な
る
。
た
だ
し
、
ナ
ラ
ヌ
・
ナ
ラ

ナ
イ

・
イ
ケ
ナ
イ
ヘ
の
変
化
の
傾
向
は
、
同
様
で
あ
る
。

四
　
当
為
表
現
と
の
比
較

本
節
で
は
、
禁
止
表
現
と
当
為
表
現
後
項
部
を
比
較
し
、
差
具
を
検
証
す

る
ｃ
前
節
同
様
、
上
方
語
　
関
西
語
、
江
戸
語

。
東
京
語
の
順
に
行
う
。

四
―

一　

上
方
語

・
関
西
語

表
５
に
上
方
語
の
禁
止
表
現
お
よ
び
当
為
表
現
の
用
例
数
を
示
す
。
形
式

別
に
作
品
中
の
当
為
表
現
の
出
現
数
を
示
し
、
併
記
し
た
括
弧
の
数
が
禁
止

表
現
の
用
例
数
を
あ
ら
わ
す
。
た
と
え
ば
、
表
５
の

『秘
事
真
告
』
の
ナ
ラ

ヌ
の
場
合
、
当
為
表
現
が

一
例
、
禁
止
表
現
も

一
例
出
現
し
た
と
い
う
こ
と

を
さ
す
ｃ

上
方
語
に
お
け
る
当
為
表
現
は
、
ナ
ラ
ヌ
類
が
多
用
さ
れ
、
ナ
ル
マ
イ
、

ナ
リ
マ
セ
ヌ
が
少
数
あ
る
。
し
か
し
、
イ
カ
ヌ
　
イ
ケ
ヌ

・
ア
カ
ヌ
は
ま
だ

見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
禁
止
表
現
は
、
ナ
ラ
ヌ
類
が
中
心
形
式
で
は
あ

る
も
の
の
、
イ
カ
ヌ

・
イ
ヶ
ヌ
　
ア
カ
ヌ
も
使
用
さ
れ
、
形
式
が
豊
富
で
あ

一
一一一一二



表 5 上方語

摯”つ
ナルマ イ

ナリマセヌ
(ナ リマ
セン)

イカヌ
(ユ カヌ)

イキマセン
(ユ キマ
セン)

イケヌ
ヌ

ン

カ

カ

ア

ア

開学小笙 (宝 暦 4頃 ) (5)

穿当珍話 (宝 暦 6)

聖遊廓 (宝暦 7) (|)

浪花色人卦 (宝暦 7か )

秘事真告 (宝 暦 7頃 ) | (1)

遊客年々考 (宝暦 7) l (2)

陽台遺編 (宝 暦 8) (1)

肉道秘鍵 (宝暦 8か )

正夢後悔I{宝嗜 11) l

感距酔裏 (宝 い 12) l (1)

原柳巷花語 (宝 暦頃) (1)

月花余晴
`宝

磨頃 ) l(2)

異本郭中奇諄 1明 和末頃 ) 411)

風流昨談議 (安永 3) (2) 11)

無論里問答 (安永 5' 1(1) 1)

粋宇I留璃 1天 明 5) 1 11)

粋の源 (天 明 5 1 (2)

北華通1青 (寛政 6) (1

塩梅加減粋庖丁 (寛政 7) l, 1

末芝一代記 (寛政 91 1 (1)

1界和尚話 (寛政 lo) 11)

身体山吹色 (寛政 H) 9 15

南遊記 (寛 政 12 7 1 (1)

当世嘘之川 1享和 4) 311) l (|)

当世廓中掃除 (文 化 4 2

当世枠の1署 文政 3' (2)

深色狭睡夢 1文政 9) l12) (3) (2)

北川蜆殻 (え政 9) 6

興■月 (天 保 7)

風俗三国士 (弘、化 1) l 1 (1)

合  言|

4(l)

53 (35)

l (5) ∫β)|
(11)

(3) (3)

(3)

(1)

(1)

( )内 の数字が前掲の禁止表現の用例数

一
三
四

る
。
で
は
、
関
西
語
は
ど
う
か
。
表

６
に
示
す
。

関
西
語
で
は
こ
の
傾
向
が
顕
著
と

な
る
。
当
為
表
現
は
上
方
語
同
様
、

ナ
ラ
ヌ
類
が
中
心
形
式
で
あ
り
、
イ

カ
ン
　
イ
ケ
マ
セ
ン
は
各

一
例
と
依

然
ナ
ル
系
が
優
勢
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
禁
止
表
現
で
は
ナ
ラ
ヌ
類
は
情

無
で
あ
り
、
イ
カ
ン
　
イ
ケ
マ
セ
ン

ア
カ
ン
が
使
用
さ
れ
る
。

つ
ま

り
、
当
為
表
現
で
は
ナ
ラ
ヌ
類
、
禁

止
表
現
は
イ
カ
ン
　
ア
カ
ン
類
と
い

う
す
み
分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
と
目

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
時
期

が
下
り
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
第
断
図
の
当
為
表

現
で
は
イ
カ
ン
　
ア
カ
ン
が
中
心
形

式
と
な
る
様
子
が
示
さ
れ
る
。
今

後
、
こ
の
間
の
様
子
を
文
献

で
補

い
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
と

の
照
合
を
行
う
。

四
―
二
　
江
戸
語

。
東
京
語

前
項
同
様
、
江
戸
語

。
東
京
語
を

考
察
す
る
ｃ
表
７
に
江
戸
語
　
東
京



表 6 関西語

ナラヌ(ン ) ナ ン ナリマセン イカン イケマセン アカン

馬小屋 (明 治 36) (1)

盲の提灯 (ク ,

天神咄 (″ )

魚売 り (″ )

亀屋左兵衛 (ク ) 1

lllの 子 ( 1

きらいきらい坊主 (ク )

煙管返 し (ク )

後へ′亡、がつかぬ (明治 40頃 )
(1)

一枚起請 (lla治 40'

いらちの愛宕参 ,(ク )

魚尽 し (

筍手討 (

iFの 蔭 ( l l

ヽヽひヾきi車 (1月 i台 42) (l)

芋の地獄 (ク )

日と月の 卜界旅行 (明 治 44)

動物博覧会 (ク )

絵手紙 (明治44頃 ) 1

近,I人景 (明治 44頃 )

たん医者 (明治 44頃 )

近H′ 0、 F(明 治44頃 ) l

鋲盗人 (明治末～人正初 )

恵比須小十」 (

倹約の極意 (ク )
1

芝居の小lll(

さとり坊主 (大 正 12)

H和違い (″ )
(2)

電話の散財 (″ )
(l)

長屋議会 (ク ) l 1 1

理屈あんま (大 lE 13) l
(l, (1)

く?t ル ]稚 (大正 14) (3)

浮置床 (大正 15) 1

合   言|
8 l 3 l(7) 1(2) (2)

近
世
以
降
の
東
西
方
言
に
お
け
る
禁
止
表
現
の
史
的
研
究

語
の
使
用
数
を
、
表
８
に
洋
学
資
料
の

結
果
を
示
す
。

表
７
の
江
戸
語
は
、
洒
落
本

・
滑
稽

本
で
は
当
為
表
現
、
禁
止
表
現
と
も
に

ナ
ラ
ヌ
　
ナ
ラ
ナ
イ
が
多
用
さ
れ
、
イ

カ
ナ
イ

・
イ
ケ
ナ
イ
は
少
数
で
あ
る
．

滑
稽
本
の
禁
止
表
現
に
お
い
て
イ
カ
ナ

イ
は
六
例
、
当
為
表
現
は
わ
ず
か

一
例

で
あ
る
。
洒
落
本
で
は
当
為
表
現
に
も

イ
カ
ナ
イ
が

一
例
見
え
る
。
以
下
、
江

戸
語
の
当
為
表
現
イ
カ
ナ
イ
　
イ
ヶ
ナ

イ
の
用
例
を
示
す

○
よ

つ
ぽ
ど
骨
を
お
ら
ね

工
じ
や

ア
）^
い
か
ね
ヘ

黒
狂
言
雑
話
五
大
力
』

一
七
二
頁
）

○
お
れ
が
端
棒
で
付
て
見
せ
ね
へ
ぢ

や
ア
い
か
ね

へ
は
さ

亀
浮
世
床
』
二
七
六
頁
）

○
肝
心
の
梅
里
さ
ん
の
気
が
そ
れ
た

日
に
や
ア
、
い
よ
ノ
ヽ
私
の
恥
だ

か
ら
、
是
非
直
に
し
な
く
つ
て
は

い
け
な
い
か
ら

名
春
告
鳥
』
五
五
五
頁
）

一
三
五



表7 江戸語 。東京語

作 品 ナラヌ ナラナイ ナルマイ イカヌ イカナイ イケナイ ダ メ

|II駅新話 I(1)

占契三娼 (1)

7111言 総 in‐

傾城買四十八手 3(2) l (1)

傾城買二筋道 1(1) I

品川楊枝 3

狂言雑話五大力 l l l

滑稽吉原談語

小計

l

9(3)

2

8(2)

l

3 1 (1)

浮 1趾風呂 7(5) 4 I

浮世床 4(3) l 1(4) (1)

潮来婦誌

4ヽ 計

2(l)

13(9)

2

9

1)

8) 2 (1)

本色梅児誉美 2(2) 3 2

本色辰巳園 l 3) 14(4 4

本告鳥

小計

|

4

1)

6)

10(4

27(11)

2

8

(1)

(1)

2(4)

2(9)

西洋道中膝栗毛 l 7(1) 2 (1) (20)

安愚楽鍋 4(1) l

胡瓜遣

春雨文庫 7(3) 9(1) 2 1(3)

雪中梅 16(6' 9

浮雲

小言|

9(3)

37(13)

6(2)

23(4)

l

14

(7)

(10) (1)

(3)

1(34)

舞姫

文づかひ

変目伝 2 1

たけくらべ (2)

金色夜叉 4(2, l 2(23) 3(7)
Jlt H 3(l) l

重右衛の最後 (2) I

琴のそら音 1(l) 4

坊ちゃん 5 (4) 4

二 百 IH 1 3 4(10)

蒲 国 6(2) 1 3(2) 1

野分
′
lヽ言十

36(3)

75(10)

8

21(6)

2

5

(2)

10(31)

7(11)

19(36)

3

3

或 る朝

清兵衛と瓢箪

道草 12(2) 4(7)

城の崎にて

小計 12(2) 4(7)

合計 138(41) 100(33) 10(41) 2(8) 26(88) 3

一
一一一六



表 8 洋学資料

ナラヌ ナラナイ ナルマ イ イカン イカナイ イケナイ

COLLOQUIAL
JAPANESE

体
一体

敬
一常 (3)

H用 日本語対話集

会話篇 7(2) 7 l 1(4)

合計 7(5) 7 1 1(5)

し
か
し
、
人
情
本
で
は
当
為
表
現
は
依
然

ナ
ラ
ナ
イ
が
中
心
形
式
で
あ
る
の
に
対
し
、

禁
止
表
現
は
ナ
ラ
ナ
イ
と
イ
ケ
ナ
イ
が
拮
抗

し
、
イ
ケ
ナ
イ
の
台
頭
す
る
様
子
が
う
か
が

え
る
。
こ
の
様
子
は
洋
学
資
料
も
同
様
で
あ

る
ｃ
当
為
表
現
の
用
例
は

『会
話
篇
』
の
み

で
あ
る
が
、
ナ
ラ
ヌ

・
ナ
ラ
ナ
イ
に
集
中

し
、
イ
ケ
ナ
イ
は

一
例
の
み
で
あ
る
ｃ
対
し

て
禁
止
表
現
は
、
イ
カ
ナ
イ
　
イ
ケ
ナ
イ
が

多

い
ｃ

で
は
、
東
京
語
は
ど
う
か
．
当
為
表
現

は
、
明
治
　
大
正
全
期
に
お
い
て
ナ
ラ
ヌ

ナ
ラ
ナ
イ
が
中
心
形
式
で
あ
る
ｃ
中
期
か
ら

イ
カ
ヌ

・
イ
ヶ
ナ
イ
の
使
用
が
増
加
す
る

が
、
す
ラ
ヌ
　
ナ
ラ
ナ
イ
の
比
で
は
な

い
ｃ

ま
た
、
禁
止
表
現
に
は
な
い
新
形
式
ダ
メ
も

三
例
あ
る

（用
例
は
す
べ
て

『野
分
し
．

〇
追
々
新
陳
代
謝
し
て
く
る
ん
だ
か
ら
、

何
で
も
氣
を
永
く
し
て
尻
を
据
ゑ
て

か

ゝ
ら
な
く

つ
ち
や
、
駄
日
だ
ｃ

（高
柳
↓
中
野
　
エハ
五
六
頁
）

○
で
、
そ
り
や
早
く
整
理
し
な
く
つ
ち
や

駄
日
だ
ｃ

（細
君
↓
道
也
先
生

（夫
）
六
七
九
頁
）

対
す
る
禁
止
表
現
は
、
ナ
ラ
ヌ
　
ナ
ラ
ナ
イ
も
使
用
さ
れ
る
が
、
前
期
か

ら
イ
カ
ヌ
　
イ
ケ
ナ
イ

ヘ
と
推
移
し
、
イ
ケ
ナ
イ
が
中
心
形
式
と
な
る
。
ゆ

え
に
、
同
じ
禁
止
を
意
味
す
る
表
現
で
は
あ
る
が
、
当
為
表
現
は
ナ
ラ
ヌ

・

ナ
ラ
ナ
イ
、
禁
止
表
現
は
イ
カ
ン

・
イ
ケ
ナ
イ
と
い
う
使
用
区
別
が
あ

っ
た

と
推
測
で
き
る
ｃ
換
言
す
れ
ば
、
禁
止
表
現
は
中
心
形
式
で
あ
る
イ
カ
ン

・

イ
ケ
ナ
イ
を
、
当
為
表
現
は
古
態
的
な
ナ
ラ
ン

・
ナ
ラ
ナ
イ
を
保
持
し
て
い

る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
禁
止
表
現
が

「
イ
カ
ン
　
イ
ケ
ナ
イ
」
が

一
語
で

あ
る
の
に
対
し
、
当
為
表
現
は

「
ヽ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ン
／
～
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ

ナ
イ
」
と
長
く
、
成
句
的
性
格
が
強
い
た
め
、
ナ
ラ
ヌ

・
ナ
ラ
ナ
イ
が
保
持

さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
ｃ

と
こ
ろ
で
、
ナ
ラ
ヌ
　
イ
カ
ヌ
は
上
方
か
ら
伝
播
し
、
関
東
土
着
の
打
消

の
助
動
詞
ナ
イ
の
ナ
ラ
ナ
イ

・
イ
カ
ナ
イ
　
イ
ケ
ナ
イ
と
な

っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
田
中

（
一
九
六
七
）
は

『浮
世
風
呂
』
の

「
シ
タ
ガ
何
事
も
気
長
う
せ

に
や
ゆ
か
ぬ
は
い
ｃ

コ
レ
見
や
ん
せ
」
（傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）
の
上
方
語

話
者
の
例
を
あ
げ
、
で
」
れ
は
上
方
者
の
こ
と
ば
で
あ
り
、
江
戸
語
に
は
、

ま
ず
、
な
か
つ
た
と
言
つ
て
よ
い
」
と
述
べ
て
い
る
３
さ
い
に
田
中

（
一
九

六
九
）
で
は

「
明
治
以
降
の
東
京
語
の
当
為
表
現
を
、
近
世
江
戸
語
の
そ
れ

と
比
較
し
た
場
合
、
も

っ
と
も
日
立
つ
違
い
は
、
江
戸
語
に
は
、
ま

っ
た
く

見
ら
れ
な
い

「
ナ
ケ
レ
バ
イ
カ
ン
」
「
ナ
ケ
レ
バ
イ
ヶ
ナ
イ
」
「
ナ
ク
テ
ハ
イ

ケ
ナ
イ
」
な
ど
、
後
部
分

「
イ
ク
系
」
の
表
現
が
現
わ
れ
て
く
る
点
で
あ

る
ｃ
」
と
考
察
し
て
い
る
。
し
か
し
管
見
に
よ
れ
ば
、
洒
落
本

『五
大
力
』
、

滑
稽
本

『浮
世
床
』
に
イ
カ
ナ
イ
、
人
情
本

『春
告
鳥
』
に
江
戸
語
話
者
の

一
三
七

近
世
以
降
の
東
西
方
言
に
お
け
る
禁
止
表
現
の
史
的
研
究



イ
ク
系

（イ
ケ
ナ
イ
）
使
用
を
確
認
し
て
お
り
、
近
世
後
期
に
既
に
イ
ク
系

が
江
戸
で
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
た
し
か
に
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
の
分
布
を
概

観
す
る
と
、
関
西
か
ら
分
布
し
た
と
い
う
周
圏
分
布
と
解
す
る
こ
と
も
で
き

る
．
し
か
し
、
文
献
に
お
い
て
江
戸
語
に
後
項
部
イ
ケ
ナ
イ
の
例
も
あ
り
、

関
西
か
ら
の
伝
播
と
い
う
よ
り
は
、
類
似
の
発
想
の
も
と
、
独
自
に
形
成
し

た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
．
こ
れ
は
禁
止
表
現
イ
ケ
ナ
イ
の
使
用
も
証

左
と
な
ろ
う

）^
今
後
こ
の
点
を
解
明
し
た
い
、

お
わ
り
に

以
上
、
近
世
後
期
の
二
大
中
央
語
に
お
け
る
禁
止
表
現
に
つ
い
て
、
当
為

表
現
と
比
較
し
な
が
ら
そ
の
特
徴
を
見
て
き
た
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め
る

と
、
次
の
よ
う
な
事
柄
が
指
摘
で
き
る
．

○
近
世
後
期
の
上
方
語
は
ナ
ラ
ヌ
、
江
戸
語
は
ナ
ラ
ナ
イ
が
中
心
形
式
で

あ
る
。
し
か
し
、
明
治
以
降
、
関
西
語
で
は
ナ
ラ
ヌ
は
衰
退
し
、
イ
カ

ン

・
ア
カ
ン
ヘ
と
そ
の
形
式
は
変
化
す
る
〓
東
京
語
で
は
、
関
西
語
に

比
ベ
ナ
ラ
ナ
イ
が
長
く
用
い
ら
れ
る
が
、
イ
ケ
ナ
イ

ヘ
と
変
化
す
る
傾

向
は

一
致
す
る

○
当
為
表
現
と
比
較
す
る
と
、
当
為
表
現
は
上
方
語
　
関
西
語
、
江
戸
語

東
京
語
と
も
に
ナ
ラ
ヌ
　
ナ
ラ
ナ
イ
が
中
心
形
式
で
あ
―り
、
イ
カ
ン

・
イ
ケ
ナ
イ

ヘ
の
変
化
は
禁
止
表
現
に
比
べ
遅
い
．

本
稿
は
用
例
が
僅
少
で
あ
る
が
、
当
為
表
現
と
の
比
較
に
よ
り
、
禁
止
表

現
の
方
が
新
形
式

へ
の
変
化
が
早
い
の
に
対
し
、
当
為
表
現
は
古
態
的
様
相

一
〓
∵人

を
保
持
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
ｃ
ま
た
、
上
方
語
　
関
西
語
が
江
戸
語

東
京
語
よ
リ
ナ
ラ
ン
か
ら
イ
カ
ン
ヘ
の
変
化
が
早
く
行
わ
れ
る
こ
と
も
確
認

し
た
．
こ
の
よ
う
に
二
表
現
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
表
現
間
の
差
異
、
特

徴
が
よ
り
明
確
に
な
り
、
か
つ
東
西
比
較
を
す
る
こ
と
で
そ
れ
が

一
層
明
ら

か
に
な
り
、
有
用
と
考
え
る
．

ま
た
、
上
方
語

。
関
西
語
で
用
い
ら
れ
る
ア
カ
ン
類
は
関
東
地
方
に
は
伝

播
せ
ず
、
ダ
メ
が
登
場
す
る
、　
こ
の
点
は
Ｇ
Ａ
Ｊ
の
分
布
と
も
通
い
あ
い
、

関
東
は
ダ
メ
　
イ
ケ
ナ
イ
が
、
関
西
は
イ
カ
ン
　
ア
カ
ン
が
長
く
使
用
さ
れ

る
こ
と
も
明
ら
か
と
な

っ
た
こ
今
後
、
今
目
的
な
方
言
の
模
様
が
俯
睡
で
き

る
Ｇ
Ａ
Ｔ
と

の
比
較

・
対
照
を
行
い
、
文
献
資
料

（中
央
語
）
で
は
不
足
し

て
い
る
歴
史
を
考
察
し
て
い
き
た
い
＾

王ヽ（１
）
坂
梨

（
一
九
九
五
Ｉ

（２
）
禁
止
表
現
形
式
の
ナ
ラ
ヌ
　
ナ
ラ
ナ
イ
、
イ
カ
ン

・
イ
ケ
ナ
イ

は
禁
止
以
外
の
意
味
も
存
す
る
．

○
ア
レ
サ
、
お
め

へ
は
ど
う
も
ま
け
ね

へ
氣
だ
か
ら
な
ら
ね
ヘ

ミ
春
色
辰
巳
国
』
お
春
↓
　
一
一七
人
頁
）

○
御
酒
を
給
る
と
ど
う
も
い
け
ま
せ
ん

二
甲
駅
新
話
一
八
Ｌ
頁
）

の
よ
う
に

「
良
く
な

い

。
悪

い
」
と

い
う
意
　
ま
た
、
「
不
可
能
」

の
意
味
の

Ｏ
う
ぬ
ら
は
皆
天
窓
を
つ
か
め
へ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
骸
を
動
か



す
事
も
な
ら
ね
へ
ｃ
　

　

　

（『浮
世
床
』
丁
稚
↓
三
〇
六
頁
）

そ
の
他
、
「仕
方
が
な
い
」
の
意
の

○
ナ
ニ
あ
れ
で
も
、
お
い
ら
の
母
人
は
、
時
々
い
ろ
ノ
ヽ
な
気

に
な
つ
て
な
ら
ね
へ
は
な

Ｌ
春
色
辰
巳
園
』
仇
吉
↓
二
七
八
頁
）

等
が
あ
る
。
本
稿
は
、
当
為
表
現

「
～
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
」
が
禁
止
の
意

味
か
ら
派
生
し
、
義
務
に
転
じ
た
用
法
と
の
比
較
を
目
的
と
し
て
い

る
。
禁
止
　
義
務
は
い
ず
れ
も
話
者

・
聞
き
手
に
強
く
働
き
か
け
る

用
法
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
禁
止
お
よ
び
義
務

以
外
の
用
法
は
調
査
対
象
か
ら
外
す
ｃ

（３
）
Ｇ
Ａ
Ｊ
は
全
国
人
〇
七
地
点
の
そ
の
上
地
生
え
抜
き
の
高
年
層

の
男
性
話
者
に
対
し
、
文
法
事
象
に
関
す
る
二
六
七
項
目
に
つ
い
て

直
接
面
接
し
て
調
査
し
た
結
果
を
地
図
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査

期
間
は

一
九
七
九
年
か
ら

一
九
八
二
年
ま
で
で
あ
る
ｃ
各
集
に
は
、

平
均
五
〇
面
の
言
語
地
図
お
よ
び
解
説
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
全

六
集
が
刊
行
さ
れ
、
現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
公
開
さ
れ
て
い

２
つ

Ｃ

（４
）
Ｇ
Ａ
Ｊ
で
秋
田
に
分
布
し
て
い
る
ヤ
チ
カ
ン
類
の
語
源
は

「埒

い
か
な
い
」
に
由
来
す
る
と

「解
説
書
」
に
あ
る
ｃ
さ
ら
に
、
秋
田

県
教
育
委
員
会
編

（
二
〇
〇
〇
）
『秋
田
の
こ
と
ば
』
（無
明
舎
出

版
）
に

「失
敗
す
る
」
と
い
う
意
味
で

「
や
ち
か
ん
す
る
」
と
い
う

語
形
が
あ
が
っ
て
お
り

（四
八
五
頁
）
、
興
味
深
い
。

（５
）
ア
カ
ン
の
出
自
は

「埒
あ
か
ん
」
の

「
ら
ち
」
が
省
略
さ
れ
た

近
世
以
降
の
東
西
方
言
に
お
け
る
禁
止
表
現
の
史
的
研
究

形
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
本
来
の
意
は

「決
着
が
つ
か
な
い
、
事
態

が
進
展
し
な
い
」
で
あ
る
が
、
次
第
に

○
そ
れ
で
も
お
め
へ
の
お
飯
は
埒
が
明
ね
へ
も
の
を

島
浮
世
風
呂
』
お
さ
み
↓
お
ば
ち
　
八
四
頁
）

の
よ
う
に

「良
く
な
い
」
と
い
う
意
に
変
化
し
て
い
る
ｃ

（６
）
当
時
起
こ
っ
た
言
文

一
致
運
動
を
考
慮
し
、
東
京
語
は
三
期
に

分
類
す
る
。
前
期

（明
治
元
年
ヽ
二
〇
年
）、
中
期

（二

一
年
～
四

〇
年
）、
後
期

（四

一
年
～
）
と
す
る
こ

（７
）
江
戸
語
に
お
け
る
打
消
の
助
動
詞
ヌ
　
ナ
イ
の
使
い
分
け
、
位

相
に
関
し
て
は
湯
浅

（二
〇
〇

一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（８
）
松
村

（
一
九
七
〇
）
参
照
。

（９
）
湯
浅

（
二
〇
〇
九
）
で
は
尾
張
方
言
を
取
り
あ
げ
た
が
、
当
時

の
方
言
が
中
央
語
と
地
理
的
、
文
化
的
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
あ
っ

て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
た
め
、
中
央
語

（上
方
語
、
江
戸
語
）
と

の
比
較
を
試
み
た
ｃ
そ
の
な
か
で
、
「
埒
が
あ
か
ん
」
が
当
為
の
意

味
と
解
さ
れ
る
用
法
を
示
し
、
ア
カ
ン
が

「埒
が
あ
か
ん
」
か
ら
禁

止
へ
と
意
味
が
変
化
す
る
こ
と
を
論
じ
た
ｃ

（１０
）
田
中

（
一
九
六
七
）

一
一
一
ヽ

一
一
二
頁
、
お
よ
び
出
中

（二

〇
〇

一
）
六
九
三
ヽ
六
九
四
頁
に
も
同
内
容
の
記
載
が
あ
る
．

（Ｈ
）
田
中

（
一
九
六
九
）
六
六

一
頁
、
お
よ
び
田
中

（
二
〇
〇

一
）

六
九
二
ヽ
六
九
四
頁
に
も
同
内
容
の
記
載
が
あ
る
。

一
二
九



資
料資

料
と
し
て
用
い
た
出
典
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

〈上
方
語
〉
『洒
落
本
大
成
』
諸
巻
所
収

〈関
西
語
〉
真
田
信
治

・
金
澤
裕
之
編

（
一
九
九

一
）
「
一十
世
紀
初
頭

大
阪
国
語
の
実
態
Ｉ
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
を
資
料
と
し
て
―
』
大
阪
大

学
文
学
部
社
会
言
語
学
講
座
発
行

（関
東
語
〉
『甲
駅
新
話
』
（日
本
古
典
文
学
全
集
所
収
）
、
『潮
来
婦
誌
』

（洒
落
本
大
成
所
収
）

〈江
戸
語
〉
『古
契
三
娼
』
『浮
世
床
』
一春
告
鳥
』
（日
本
古
典
文
学
全

集
所
収
）
『通
言
総
離
』
『傾
城
買
四
十
人
手
』
『傾
城
買
二
筋
道
』

『春
色
梅
児
誉
美
』
『春
色
辰
巳
園
』
（日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
）

『品
川
楊
枝
』
『狂
言
雑
話
五
大
力
』
『滑
稽
吉
原
談
語
』
（洒
落
本

人
成
所
収
）
『浮
世
風
呂
』
（新
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
）

↑
洋
二
十
一貸
輛
付
）
『∩
Ｏ
ｒ
ｒ
０
０
⊂
】＞
ｒ
」＞
”
＞
Ｚ
［
∽
ｍ
』
（「
”
田
∽
ω
く
弓
田
”
】＞
Ｚ

〓
】枡
δ
ｚ
「
”
田
協
）
『日
用
日
本
語
対
話
集
』
（九
州
大
学
附
属

図
書
館

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
ア
ム
話
篇
』

亀
，

一戸
霊

ｏ
学

ｏｏ「′』
）

（東
京
語
）
『西
洋
道
中
膝
栗
毛
』
『安
愚
楽
鍋
』
『胡
瓜
遣
』
『春
雨
文

庫
』
軍
「
中
梅
』
『変
日
伝
』
『金
色
夜
叉
』
『重
右
衛
の
最
後
』

『蒲
国
』
一或
る
朝
』
で
備
兵
衛
と
瓢
箪
』
『城
の
崎
に
て
』
（明
治

文
学
全
集
所
収
）
『浮
雲
』
『舞
姫
』
一文
づ
か
ひ
』
（日
本
近
代
文

学
大
系
所
収
）
『た
け
く
ら
べ
』
（鶴
岡
昭
夫

『た
け
く
ら
べ
総
索

引
』
笠
間
書
院
）
『半
日
』
（作
家
用
語
索
引
）
『琴
の
そ
ら
音
』

一
四
〇

『坊
つ
ち
や
ん
』
雪
一百
十
日
』
『野
分
』
『道
草
』
（漱
石
全
集
所

収
）

参
考
文
献

江
端
義
夫

（
一
九
八

一
）
環
示
止
表
現
の
多
元
的
分
布
―
中
部
地
方
域

方
言
に
つ
い
て
―
」
「国
語
学
』

一
二
五

金
沢
裕
之

・
矢
島
正
浩
編

（二
〇

一
一
）
『近
世
語
研
究
の
パ
ー
ス
ペ

ク
テ
イ
ブ
ー
言
語
文
化
を
ど
う
捉
え
る
か
―
』
笠
間
書
院

小
島
俊
夫

（
一
九
七
二
）
ズ
ム
話
篇

（甲

旨
ｏ^
こ

に
あ
ら
わ
れ
た
江

戸
こ
と
ば
」
『国
語
国
文
』
四

一
―
五

坂
梨
隆
三

（
一
九
九
五
）
「
い
け
ね
へ
。
い
か
ね
へ
　
い
か
れ
ね
へ
」

『築
島
裕
古
稀
記
念
国
語
学
論
集
』
汲
古
書
院

渋
谷
勝
己

（
一
九
八
八
）
「
江
戸
語
　
東
京
語
の
当
為
表
現
―
後
部
イ

ケ
ナ
イ
の
成
立
を
中
心
に
―
」
『日
本
学
報
』
七

渋
谷
勝
己

（
一
九
九
三
）
「
日
本
語
可
能
表
現
の
諸
相
と
発
展
」
『大
阪

大
学
文
学
部
紀
要
』
三
三
―

一

口
中
章
夫

（二
〇
〇

一
）
『近
代
日
本
語
の
文
法
と
表
現
』
明
治
書
院

（田
中
章
夫

（
一
九
六
七
）
「江
戸
語
　
東
京
語
に
お
け
る
当
為
表

現
の
変
遷
」
『国
語
と
国
文
学
』
四
四
　
四
お
よ
び
田
中
章
夫

（
一
九
六
九
）
「
近
代
東
京
語
の
当
為
表
現
」
『佐
伯
梅
友
博
士
古

稀
記
念
国
語
学
論
集
』
表
現
社
）

飛
田
良
文

（
一
九
九
二
）
一東
京
語
成
立
史
の
研
究
一
東
京
堂
出
版

松
村
明

（
一
九
七
〇
）
一洋
学
資
料
と
近
代
日
本
語
の
研
究
』
東
京
堂



出
版

松
本
修

（二
〇
〇
〇
）
「
全
国
ダ
メ

・
ア
カ
ン
分
布
図
」
を
読
む
―
不

可
能
か
ら
よ
く
な
い
、
さ
ら
に
禁
止
　
当
為
表
現
へ
―
」
『国
語

語
彙
史
の
研
究
』

一
九
　
和
泉
書
院

湯
浅
彩
央

（
二
〇
〇

一
）
「
江
戸
語
に
お
け
る
打
消
表
現

。
当
為
表
現

の
ヌ
系
か
ら
ナ
イ
系
の
変
遷
に
つ
い
て
―
話
者
と
聞
き
手
と
社
会

的
関
係
　
親
疎
関
係
か
ら
の

一
考
察
―
」
『名
古
屋

・
方
言
研
究

会
会
報
』
第

一
八
号

湯
浅
彩
央

（二
〇
〇
九
）
「
近
世
期
尾
張
方
言
に
お
け
る
当
為
表
現
」

『名
古
屋

・
方
言
研
究
会
会
報
』
第
二
五
号

（ゆ
あ
さ

・
さ
お
　
本
学
助
教
）

近
世
以
降
の
東
西
方
言
に
お
け
る
禁
止
表
現
の
史
的
研
究

四




